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南北を貫く「仲通り」が延伸　　　　
　　回遊性向上とさらなる魅力創出

三菱地所株式会社　丸の内開発部　統括　広瀬　拓哉

大手町ゲートビルディング　完成
（８）（第３種郵便物認可） ２０２６年　（令和８年）　８月２６日　（水曜日）

㊤仲通り散歩橋、㊨川沿いの緑道、
㊧関係者一同によるテープカット

大
手
町
と
神
田
　

二
つ
の
ま
ち
の
結
節
点

に
ぎ
わ
い
を
生
む
散
歩
橋
と
交
流
広
場

　
日
本
橋
川
に
架
か
る
人
道
橋
﹁
仲
通
り
散
歩
橋
﹂
と
﹁
鎌
倉
河
岸
船
着
場
﹂
の
完
成
記
念
式
典
が

７
月

日
に
開
か
れ

整
備
を
手
掛
け
た
三
菱
地
所
の
中
島
篤
社
長
か
ら
樋
口
高
顕
千
代
田
区
長
に

橋
銘
板
が
引
き
渡
さ
れ
た
樋
口
区
長
は﹁
４
０
０
年
前
に
江
戸
の
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま

た
場
所


地
元
に
末
永
く
愛
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
﹂

中
島
社
長
は
﹁
千
代
田
区
と
連
携
し
て
イ
ン
フ
ラ
づ
く

り
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
光
栄
だ
﹂
と
語

た


内神田仲通り広場

　年７月より新築工事を進めておりました
「（仮称）内神田一丁目計画」は、年７月
日に竣工いたしました。不安定な社会情勢のなか、
無事に竣工を迎えられましたことは、工事期間中
ご理解・ご協力を賜りました近隣の皆さまをはじ
め、大成建設株式会社、株式会社関電工、新菱冷
熱工業株式会社、斎久工業株式会社、株式会社日
立ビルシステムおよび本開発事業推進にお力添え
くださいました関係者皆さまのおかげであり、心
より御礼申し上げます。
　本計画地は、かつて「鎌倉河岸（かまくらがし）」
が存在し、江戸のまちづくりの起点（荷上場）と
なって栄えてきた歴史があります。大手町側から

人道橋「仲通り散歩橋」を架橋し、受け地には地
域の交流拠点となる「内神田仲通り広場」を計画
することで、大手町と神田をつなぐゲートとなる
機能を整備しました。
　日本橋川には「鎌倉河岸船着場」を整備、建物
１・３階には観光案内所を含めた飲食店舗を配置
し、水辺空間のにぎわい創出にも寄与しています。
　当社は、大手町・丸の内・有楽町エリアを南北
に貫く「仲通り」機能を神田エリアに延伸させる
ことで、これからの東京のまちづくりの起点とし
て、大手町と神田の回遊性向上および同エリアの
さらなる魅力向上に貢献してまいります。

　東京・大手町の新たなランドマークとして、このたび完成した「大手町ゲートビルディング」。
三菱地所らが手掛けた大規模複合ビルは、日本有数のビジネス街・大手町の北に位置し、神田
エリアとの結節点にあることから、大手町・神田の「玄関口」の意味を込めて名付けられた。
　開発に併せて、敷地の南側を流れる日本橋川には歩行者専用の「仲通り散歩橋」を整備。有
楽町・丸の内・大手町を南北に貫く「仲通り」が神田エリアに延伸し、新たな都市軸が誕生す
る。江戸初期から物流の要衝だった「鎌倉河岸」も防災船着場として復活を果たし、約㎡

の広場や緑道と共に水辺空間がエリアのにぎわいを演出する。
　建物は階建て延べ．万㎡の規模。設計は三菱地所設計、施工は大成建設、関電工、新菱
冷熱工業、斎久工業、日立ビルシステムが担当した。賃貸オフィスに加え、低層部には農と食
のビジネス・産業支援施設「MINORIWA（ミノリワ）」や観光案内所も設けられる。江戸か
ら東京へ、都市文化を受け継いできた神田・大手町エリアの交差点として、さらなる発展を見
守っていく。



　施工のポイント　　　　全員が心を一つに難局を乗り切る工　事　概　要

設計コンセプト

（９） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　８月２６日　（水曜日）

企
業
活
動
を
支
え
る
充
実
し
た
オ
フ

ス
機
能

家族見学会

■工　事　名　称／（仮称）内神田一丁目計画新築工事
■工　事　場　所／東京都千代田区内神田１―１
■発　注　者／三菱地所株式会社
■設計・監理／株式会社三菱地所設計
■施　　　工／大成建設株式会社、株式会社関電工、新菱冷

熱工業株式会社、斎久工業株式会社、株式会
社日立ビルシステム

■敷　地　面　積／，．㎡
■延　床　面　積／，．㎡
■構　　　造／ＳＲＣ＋Ｓ造
■階　　　数／地下３階地上階塔屋２階
■工　　　期／年月１日～年７月日
　撮影：株式会社川澄・小林研二写真事務所（テープカット、

エレベーターホール、MINORIWA除く）
　現場写真提供：大成建設株式会社 屋上からの夜景

上棟式

　
本
敷
地
は

東
京
を
代
表
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
街
・
大
手
町
の
日
本
橋
川
を
挟
ん

で
北
側

大
手
町
と
神
田
の
結
節
点
に

位
置
し
ま
す
延
べ
８
・
５
万
平
方

の

高
層
オ
フ

ス
ビ
ル
の
施
工
と
併
せ


建
物
南
西
の
日
本
橋
川
沿
い
に
約
１
０

０
０
平
方

の
広
場
を
設
け
ま
し
た


大
手
町
エ
リ
ア
か
ら
の
動
線
と
な
る
人

道
橋
と
防
災
船
着
場
も
整
備
さ
れ

に

ぎ
わ
い
創
出
と
防
災
機
能
強
化
が
図
ら

れ
ま
す


　
本
工
事
最
大
の
特
徴
は

立
地
条
件

で
す

北
側
・
東
側
は
交
通
量
の
多
い

道
路
に
面
し

南
側
に
は
日
本
橋
川


そ
の
上
空
を
首
都
高
都
心
環
状
線
が
走

り
ま
す

さ
ら
に
東
側
の
地
下
は
東
京

メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線
が
通
る
と
い
う
制
約

の
多
い
現
場
で
し
た

地
下
の
近
接
構

造
物
に
影
響
が
な
い
か
調
べ
る
た
め


定
期
的
な
計
測
を
欠
か
さ
ず
行
い
ま
し

た


　
地
上
工
事
で
は

飛
来
・
落
下
物
の

防
止
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た

首
都
高
速
道
路
会
社
と
近
接
協
議

を
行
い

鉄
骨
や
カ

テ
ン
ウ
オ

ル

の
揚
重
を
４
点
つ
り
と
す
る
こ
と
で
安

全
策
を
徹
底
し
ま
し
た

加
え
て

人

道
橋
・
船
着
場
工
事
や
地
域
冷
暖
房

︵
Ｄ
Ｈ
Ｃ
︶
工
事
に
伴
う
立
坑
掘
削
と

い

た
土
木
工
事
と
の
兼
ね
合
い
も
生

じ
ま
す

す
べ
て
の
工
事
が
円
滑
に
進

む
よ
う

発
注
者
と
の
連
絡
窓
口
と
な


て
調
整
に
注
力
し
ま
し
た


　
内
外
装
の
仕
上
げ
で
目
を
引
く
の

は

木
と
ア
ル
ミ
を
組
み
合
わ
せ
た
ル


バ

で
す

職
人
の
町
・
神
田
と
経

済
の
中
心
地
・
大
手
町
の
融
合
を
表
す

デ
ザ
イ
ン
と
な

て
い
ま
す

低
層
部

は
吹
き
抜
け
と
な

て
お
り

全
面
足

場
の
高
所
作
業
で
は
安
全
確
保
に
万
全

を
期
し
ま
し
た

共
用
部
の
壁
面
に
左

官
仕
上
げ
を
採
用
す
る
な
ど

江
戸
の

も
の
づ
く
り
精
神
も
表
現
し
て
い
ま

す


　
２
０
２
１
年
４
月
に
既
存
建
物
解
体

に
着
手
し

年
７
月
に
新
築
に
着
工



年
５
月
に
鉄
骨
建
て
方
を
開
始
し
て

同

月
に
上
棟
し
ま
し
た

振
り
返


て
み
る
と

外
部
要
因
に
大
き
く
左
右

さ
れ
た
現
場
で
し
た

着
工
当
初
は
コ

ロ
ナ
禍
の
行
動
制
限
が
残
り

そ
の
後

も
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻


不
安
定
な
中
東
情
勢
に
端
を
発
す
る
資

材
高
騰

軽
量
骨
材
の
出
荷
制
限
と


次
々
に
試
練
が
訪
れ
ま
し
た

同
時
期

に
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
始
ま

り

現
場
運
営
は
決
し
て
平
坦
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た

そ
う
し
た
中

効

率
化
の
た
め
導
入
し
た
リ
モ

ト
朝
礼

や
各
種
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は

職
員
の
負
担
軽

減
に
大
き
く
寄
与
し

職
人
か
ら
も
好

評
で
し
た

他
現
場
に
水
平
展
開
で
き

る
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す


　
全
員
が
心
を
一
つ
に
事
業
を
や
り
遂

げ
る

も
の
づ
く
り
の
醍
醐
味
が
詰
ま


た
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
し
た

難
し
い

局
面
で
も
お
客
さ
ま
が
理
解
を
示
し
て

く
だ
さ
り

一
緒
に
な

て
解
決
に
向

け
て
動
い
て
く
だ
さ

た
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す

関
係
者
の
皆
さ

ま
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に

本
建
物
の
完
成
を
機
に

こ
の
エ

リ
ア
が
未
来
に
向
け
て
さ
ら
に
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願

て
い
ま

す


　
大
成
建
設
株
式
会
社
　
東
京
支
店

　
︵
仮
称
︶
内
神
田
一
丁
目
計
画

　
作
業
所

　
統
括
所
長
　
杉
村
隆
広

神
田
の
歴
史
と
大
手
町
の
都
市
風
景
を
表
現

　神田と大手町の境界に位置する敷地に、複合
オフィスビルと、これと一体化する人道橋・広
場・船着場、そして大手町側と接続する洞道と
地域冷暖房施設を設計し、新たな都市の結節点
を生み出しました。地上階建てのオフィスビ
ル高層部は、ボリュームを南側コアと北側執務
空間に分けて全体を見通せる整形な執務空間を
実現。執務空間は異なる幅のユニットや自然換
気窓が交じり合うアルミカーテンウォール、コ
アはフラット／リブ面が交じり合うＰＣ板カー
テンウォールとし、建築外装に豊かな表情を生
み出します。この構成により、建物全体のエネ
ルギー負荷を低減し、地域冷暖房等の活用によ
り三菱地所の高層オフィス初となる事務所部
分ZEB Readyを実現しました。自然光が入る
共用廊下や日射遮蔽を兼ねた自然換気窓は、環
境性能だけでなくオフィスワーカーの快適性に
も寄与します。
　鎌倉橋交差点に面するエントランスホール
は、木材と金属のルーバーが視点に応じてさま
ざまに交じり合い、かつて木材の荷上場であっ
た神田鎌倉河岸の歴史と日本有数のオフィス街
である大手町の都市風景の結節を象徴する空間
としました。斜め柱によるオーバーハングが通
りの人々を迎え入れ、賑わいを建物内部に引き
込みます。仲通りを延伸する人道橋には、首都
高と日本橋川に挟まれた厳しい高さ制限の中、
日本初の中路式サスペンアーチ構造を採用。広
場やテラスを介し立体的な回遊動線がビル内部
へつながり、オフィスワーカーや住民など、多
様な人びとが地域をこえて交じり合う新しい居
場所が生まれます。
　株式会社三菱地所設計　建築設計三部

　シニアアーキテクト　待井寿顕

江戸の記憶を継承
　都市文化の起点に

オフィス基準階エントランス

オフィスエレベーターホール オフィスロビー

農と食のビジネス・産業支援施設「MINORIWA」


